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地震時における室内空間の機能維持のための研究 
その 15サーバールーム・オフィス・住居ユニットの天井・壁・床の被害状況について 
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1．はじめに 
地震時における室内空間の機能維持のための研究とし

てＥ－ディフェンスにて実施した振動台実験において、

本稿では、熊本本震波 50%・100%，JMA 神戸波 100%の

地震波加振後の試験体（サーバールーム、オフィスユニ

ットの天井および住居ユニットの天井・壁・床）の被害

状況について報告する。 
2．被害状況（2022-0119-08 熊本本震波 50%） 

熊本本震波 50%加振による最大加速度（X・Y・Z 方向）

を表 1 に、加速度時刻歴波形（X 方向）を図 1 に示す。 
天井中央位置の X 方向の最大加速度は、サーバールー

ムユニットでは約 2.5G、オフィスユニットでは約 1.5G、

住居ユニットでは約 1.9G 相当を計測した。加振後の被害

状況としては、天井・壁・床の各部に目立った損傷等は

無いことを確認した。天井は、耐震天井として設計用水

平震度ｋ＝約 1.5 で設計しているので、設計通りの結果と

なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3．被害状況（2022-0124-04 熊本本震波 100%） 
熊本本震波 100%加振による最大加速度（X・Y・Z 方向）

を表 2 に、加速度時刻歴波形（X 方向）を図 2 に示す。 
天井中央位置の最大加速度は約 5G 相当を計測した。加

振後の被害状況としては、サーバールームユニットの天

井の X・Y 方向の斜め部材 1 組の座屈を確認した。その他

の天井・壁・床の各部に目立った損傷等が無いことを確

認した。写真 1,2 にサーバールームユニットの天井の斜め

部材の座屈の状況を示す。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軽量鉄骨下地 間仕切り壁 振動台実験 

耐震天井 角スタッド 乾式二重床 

表 1 最大加速度 [m/s2] （熊本本震波 50%） 

図 1 X方向加速度時刻歴波形（熊本本震波 50%） 

表 2 最大加速度 [m/s2] （熊本本震波 100%） 

図 2 X方向加速度時刻歴波形（熊本本震波 100%） 

写真 2  Y方向斜め部材の座屈 写真 1 X方向斜め部材の座屈 

ユニット 計測位置 X方向 Y方向 Z方向

RF床 9.27 7.35 8.47
天井中央位置 25.22 22.05 17.39

RF床 8.32 6.98 7.32
天井中央位置 14.95 11.37 14.22

RF床 8.09 6.35 8.82
天井中央位置 18.74 12.46 18.07

住居

サーバールーム

オフィス

ユニット 計測位置 X方向 Y方向 Z方向

RF床 25.55 17.74 22.47
天井中央位置 76.50 59.68 52.19

RF床 24.76 17.40 20.58
天井中央位置 71.82 59.83 72.78

RF床 25.46 16.85 22.44
天井中央位置 78.56 31.57 79.39

オフィス

住居

サーバールーム
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計測位置 X方向 Y方向 Z方向
RF床 12.03 16.32 8.57

天井中央位置 31.22 48.65 27.85
天井北東位置 33.19 37.96 15.59

RF床 12.55 16.34 4.91
天井中央位置 39.35 39.28 38.89
天井北東位置 38.09 37.15 21.11

RF床 12.45 16.73 5.15
天井中央位置 33.25 34.09 23.88

壁位置 45.48 19.86 19.73
床位置 82.29 45.13 83.38

天井北東位置 22.87 36.04 26.33
壁位置 111.64 65.58 35.48
床位置 86.68 53.60 125.24

ユニット

サーバールーム

オフィス

住居
LDK

テレワーク
スペース

4．被害状況（2022-0124-07 JMA 神戸波 100%） 
JMA 神戸波 100%加振による最大加速度（X・Y・Z 方

向）を表 3 に、加速度時刻歴波形を図 3 に示す。 
各ユニットの天井中央位置の最大加速度は約 3G 相当を

計測した。壁・床の加速度の値については、家具等の衝

突・落下により大きな値になったと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JMA神戸波 100%加振前に行った JR鷹取波 10F応答 20%
加振の被害状況としては、オフィスユニットにおいて、

外周壁のスタッドがランナーから外れる損傷や Y 方向の

斜め部材の座屈を確認した。写真 3，4 に JR 鷹取波 10F 応

答 20%加振後の試験体状況を示す。 
JMA 神戸波 100%加振後の被害状況としては、サーバー

ルームユニットの天井において、Y 方向の斜め部材 1 対が

座屈し，X 方向の天井クリアランスが 60mm から 70mm に

なった。その他の天井・壁・床の各部に目立った損傷等

が無いことを確認した。写真 5，6 にサーバールームユニ

ットの試験体の状況を、写真 7，8 に JMA 神戸波 100%加

振後の住宅ユニットの乾式二重床の状況を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．まとめ 
 振動台実験により、設計用水平震度約 1.5G にて設計し

た耐震天井が 1.5G 相当の慣性力が天井面に作用しても天

井下地材に損傷が無いことを確認した。また、設計外力

を超える慣性力が天井面に作用した場合においても、耐

震天井の斜め部材の座屈は発生したが、その他の目立っ

た損傷は無く、天井脱落等の大きな被害が発生しないこ

とを確認した。また、角型スタッドを用いた軽量鉄骨下

地壁および乾式二重床においても各部に目立った損傷等

が無いことを確認した。 
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表 3 最大加速度 [m/s2] （JMA神戸波 100%） 

図 3 加速度時刻歴波形（JMA神戸波 100%） 

写真 5 Y方向斜め部材の座屈 

写真 3 Y方向斜め部材の座屈 写真 4 外周壁のスタッドの外れ 

写真 6 天井クリアランス 70mm 

X 方向 

写真 7 乾式二重床状況 写真8 乾式二重床 支持脚状況 
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